
揖保川系人工種苗を用いた放流方法による友釣り釣果の変動 
 

 

                             （冷水魚養殖グループ）中嶋康生・岩田友三・都築 基 

                             （内水面養殖グループ）山本有司・田中健二    あ 

 

  キーワード；アユ，人工種苗，友釣り，釣果，CPUE 

 

目  的 

 冷水病被害を軽減し，漁期を通じて安定した漁獲が得

られるような放流方法として，揖保川系種苗と追加放流

を組み合わせた放流方法を検討した。 

 

材料及び方法 

 揖保川系種苗は，冷水病に弱いが解禁当初の釣果に優

れていることがわかっている。1) また，過去の調査にお

いて，解禁後の追加放流が釣果の回復に有効であること

がわかっている。2,3) そこで，揖保川系種苗と追加放流

を組み合わせた放流方法と漁協が例年行っている放流方

法について，漁期中の CPUEの変化を比較した。 

 漁協独自の放流方法によるもの（対照区）と揖保川系

種苗を用いた放流方法によるもの（試験区）の放流状況

及び種苗の来歴を表 1，2に示した。 

 試験は，寒狭川上流漁協，振草川漁協，巴川漁協の 3

漁協の管内にそれぞれ対照区と試験区を設け，試験区は

最上流にあり下流部が堰堤で区切られて他の種苗が混じ

りにくい場所を設定した。また，試験区へ放流した種苗

は，冷水病の保菌検査と水産試験場の屋外水槽での飼育

を実施し，冷水病の有無を検査・観察した。 

 友釣りでの CPUE は，漁協監視員の協力を得て，組合

員・遊漁者への聞き取り調査により評価した。 

 

表 1 対照区及び試験区への放流状況 

漁協名等 対照区 試験区 

寒狭川上流漁協 

 解禁：7月 1 日 

 解禁時水温：18℃ 

・湖産種苗を放流。 

・追加放流は実施せ

ず。 

振草川漁協 

 解禁：6月 1 日 

 解禁時水温：16℃ 

・群馬県産系と木曽

川系種苗を放流。 

・解禁約１カ月後に

揖保川系種苗を

追加放流 

巴川漁協 

 解禁：6月 25日 

 解禁時水温：19℃ 

・交雑 B 種苗と木曽

川系種苗を放流。 

・追加放流は実施せ

ず。 

・天然遡上あり。 

・揖保川系と木

曽川系種苗を

同日に放流。

放流は，漁協

が例年行って

いる時期・量

とした。 

・解禁約１カ月

後に揖保川系

種苗を追加放

流。 

 

 

 

 

結  果 

 試験区に放流した種苗の冷水病保菌検査及び屋外水槽

による飼育において，特に異常は認められなかった。 

 寒狭川上流漁協の結果を図 1に示した。解禁時の水温

は 18℃であり，友釣りに好適な水温であった。試験区・

対照区とも解禁 1週間程度で CPUE が減少した。試験区は

追加放流により CPUE が回復したが，対照区は漁期末まで

低レベルで推移した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 振草川漁協の結果を図 2に示した。解禁時の水温は，

16℃であり，友釣り適温よりやや低い水温であった。試

表 2 試験に用いた人工種苗 

種 苗 履 歴 

揖保川系種苗＊ 

平成 12年に兵庫県揖保川漁協か

ら発眼卵を譲り受け，本県で継

代している種苗 

木曽川系種苗＊ 

木曽川の天然親魚から生産した

種苗。県内で広く放流されてい

る。 

湖産種苗 
天然湖産種苗を中間育成した種

苗。漁協が業者から買い付けた。 

群馬県産系種苗 

群馬県水産試験場で選抜された

アユを民間業者が継代。縄張り

性が強いと言われている。 

交雑Ｂ種苗＊ 
揖保川系種苗♂と木曽川系種苗

♀の交雑種苗 
＊：財団法人愛知県水産業振興基金栽培漁業部で生産され，愛知県鮎養殖漁業協

同組合で中間育成された種苗 
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験区・対照区とも CPUE の変動が大きいものの解禁初期に

CPUE が大きく減少する傾向は認められなかった。この振

草川漁協の場合は，放流種苗の系統に違いはあるものの，

試験区・対照区とも継代種苗と追加放流を用いた放流方

法であり，両区の CPUEも同様な傾向になった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 巴川漁協の結果を図 3に示した。試験区は増水のため

解禁直後のデータが得られなかった。その後，平水にな

ってからも CPUE が低迷し，追加放流によりCPUE が回復

した。試験区の CPUEの低迷原因は増水により種苗が流下

したためであると思われた。また，対照区も解禁初期の

CPUE が低迷していたが，漁期後半に CPUE が回復してい

る。対照区で漁期後半に釣れたアユについて，側線上方

横列鱗数（背鰭第５軟条の付け根から側線鱗の 1つ手前

までの数）と下顎側線孔数を調べたところ，釣獲アユの

ほとんどが天然遡上アユであり，天然遡上アユが漁期後

半の CPUEを上昇させる要因と判断された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考  察 

 漁期を通じて安定した釣果を得るために，揖保川系種

苗を使った放流方法の CPUEと従来の放流方法のCPUE を

比較した。その結果，解禁時の水温が低い漁場は，漁期

を通じて釣果が安定的に推移したが，解禁時の水温が高

い漁場では，解禁初期のCPUEが高く，その後は極端に減

少する傾向となった。 

 そのため，漁期を通じて安定的な釣果を得るためには

「水温の低い時期に解禁」「通常放流量を減らし，追加放

流の回数を増やす」など，解禁時の釣果を抑える工夫が

必要であると考えられた。 

 また，巴川漁協の対照区では，漁期の後半に天然遡上

アユが釣獲され，CPUE が上昇した。このように，天然遡

上アユにより資源の加入がある漁場では，天然遡上アユ

の釣獲特性を明らかにすることで，天然遡上アユと放流

アユを組み合わせた放流方法が構築できるのではないか

と考えられた。 
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１ 公害苦情処理 

 
 

黒田伸郎・荒川哲也 

 

  キーワード；公害，苦情，水産被害 

 

目  的 

 水質汚濁に係わる公害の苦情，陳情等に対して水質調査

等を行い，その処理や解決を図るとともに水産被害防止対

策の基礎資料とする。 

 

方  法 

電話及び来場による苦情等に対応し，必要に応じて試料

搬入に伴う水質調査，魚体検査等を実施した。 

結  果 

 本年度に対応処理した件数は 1 件であり表のとおり

魚類のへい死に関するものであった。 

 

 

 

 

 

 

表 平成 18年度の苦情処理内容 

  

発生日 苦情内容 水域区分 場 所 内 容・原 因 等 

4 月 3 日 へい死魚 池沼 宝飯郡御津町 御津町個人所有の池で飼育しているニシキ

ゴイがへい死したということで，隣接のゴル

フ場管理者から検査依頼を受け，本場及び弥

富指導所で魚体検査を実施。 

魚体に大量の寄生虫が付着していたため薬

浴処理の指導を行った。 
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２ 水質汚濁調査 

 

（１）水質監視調査 
 

 

荒川哲也・家田喜一・大橋昭彦・黒田伸郎  

岩瀬重元・大澤 博・波多野秀之・伊藤英之進 

 

  キーワード；水質調査，伊勢湾，三河湾 

 

目  的 

 水質汚濁防止法第 15 条（常時監視）の規定に基づき，

同法第 16 条（測定計画）により作成された「平成 18 年

度公共用水域水質測定計画」に従い，海域について実施

したものである。 

 

方  法 

 「平成18年度公共用水域水質測定計画」に基づき，一

般項目，生活環境項目，健康項目，特殊項目，その他の

項目について，水質調査船「しらなみ」により測定を実

施した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通年調査は 4 月から翌年 3 月まで月 1 回各調査点で行

い，通日調査は 6月に調査点 A-5 で行った。 

 

結  果 

 調査結果については，「平成 18年度公共用水域等水質

調査結果」として環境部水地盤環境課から報告された。 

 

 なお，この調査は，環境部の水質汚濁規制調査事業の

一つとして環境省の補助を受けて実施した。 

伊伊 
 

勢 
 

湾 

衣 浦 湾 

渥 美 湾（乙） 

渥 美 湾（甲） 

神野・田原地先海域 

蒲郡地先海域 衣浦港南部 

渥 美 半 島 

知 

多 

半 

島 

衣 浦 港 

常滑地先海域 

図 水産試験場調査担当地点 
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（２）水質調査船「しらなみ」運航

岩瀬重元・大澤 博・波多野秀之・伊藤英之進

キーワード；水質調査船，運航実績

目 的

公共用水域の水質汚濁の常時監視を始め，環境部及び

農林水産部が行う海域の環境保全に関わる事業を中心に

各種調査を実施するため運航した。

結 果

平成18年4月から平成19年3月までの運航実績は下表の

とおり。

表 平成18年度水質調査船運航実績

月日 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １1 １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ 日数９

赤潮 赤潮 監視 監視 監視 赤潮 特Ｐ 赤潮 ８
４ 特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ 赤潮 特Ｐ

ブイ 赤潮 赤潮 赤潮 ブイ (14)
ブイ ブイ

監視 監視 監視 特Ｐ 広 域 赤潮 ７
５ 赤潮 赤潮 特Ｐ 赤潮 特Ｐ

特Ｐ 特Ｐ 赤潮 ブイ (12)
ブイ ブイ ブイ

監視 監視 監視 監 視 貧酸 貧酸
７

赤潮 赤潮 赤潮 赤潮 赤潮６ （通 日）
貧酸 貧酸 貧酸 ブイ ブイ (16)
特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ
ブイ ブイ ブイ

監視 監視 監視 貧酸 広 域 貧酸 廻航 ペン ドッ ク 機関 修理 廻航
赤潮 赤潮 赤潮 赤潮 赤潮 上架 下架 ９

７ 貧酸 貧酸 貧酸 ブイ ブイ
特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ (15)
ブイ ブイ

監視 監視 監視 修理 荒天 解除 赤潮 貧酸 貧酸 ６
８ 赤潮 赤潮 赤潮 準備 貧酸 赤潮 赤潮

貧酸 貧酸 貧酸 ブイ ブイ (16)
ブイ 窪地 ブイ
窪地 窪地

監視 監視 監視 採 泥 荒天 解除 貧酸 貧酸 化学 赤潮 ９
９ 赤潮 赤潮 赤潮 準備 赤潮 赤潮 ブイ 貧酸

貧酸 貧酸 貧酸 ブイ ブイ (17)
ブイ ブイ 窪地
窪地 窪地

監視 監視 広 赤潮 ５域
赤潮 赤潮 ブイ

１０ 貧酸 貧酸 (8)
窪地 ブイ

窪地

監視 監視 監視 赤潮 赤潮 赤潮 廻航 ペン ドッ ク 機関 修理 廻航 ８
１１ 赤潮 赤潮 赤潮 ブイ ブイ ブイ 上架 下架

特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ (14)
窪地 ブイ ブイ

窪地 窪地

赤潮 赤潮 赤潮監視 監視 監視 ６
１２ ブイ ブイ赤潮 赤潮 赤潮

(10)特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ
ブイ ブイ

19年 監視 監視 監視 赤潮 広 域 赤潮 ７
赤潮 赤潮 赤潮 ブイ ブイ

１ 特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ (11)
ブイ ブイ
視察

監視 監視 監視 赤潮 赤潮 赤潮 ６
２ 赤潮 赤潮 赤潮 特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ

特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ ブイ ブイ ブイ (14)
ブイ ブイ

監視 監視 監視 特Ｐ 特Ｐ ５
３ 赤潮 赤潮 赤潮 赤潮 赤潮

特Ｐ 特Ｐ 特Ｐ ブイ ブイ (12)
ブイ ブイ

８３事 業 別 日 数 ※ （ ）は同日に兼務事業日数 実 運 航 日 数

備 ･ 監 視 : 水質監視調査 37 ( 0)日 採 泥 ：水質保全対策調査 2 ( 0)日 ・特 Ｐ : 特殊プランクトン調査 4 (34)日 ド ッ ク・荒 天 １６

･ 広 域 : 伊勢湾広域総合水質調査 8 ( 0)日 ･ 化 学 : 化学物質環境調査 1 ( 0)日 ･ その他 : 視察 廻航 流油訓練 4 ( 1)日

総 実 運 航 日 数 ９９
･ 環 境 : ダイオキシン環境ホルモン調査 ( 0)日 ･ 赤 潮 : 赤潮防止対策調査 19 (47)日 ･ 機 関 : 機器整備及び機関試運転 0 ( 0)日

考
･ 貧 酸 : 貧酸素水塊調査 8 (16)日 ･ ブ イ : 漁場環境管理運営 (50)日 ･ ドック : 機関修理 ペンドック 荒天 16 ( 0)日

同日 兼務 事業日数 (１５９)
(水産生物被害基礎試験) ･ 窪 地 : 窪地埋戻調査 (11)日
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（３）伊勢湾広域総合水質調査 

 
 

荒川哲也・家田喜一・大橋昭彦・黒田伸郎   

岩瀬重元・大澤 博・波多野秀之・伊藤英之進

 

  キーワード；水質調査，伊勢湾，三河湾 

 

目  的 

 伊勢湾，三河湾における水質の状況を的確に把握し，

水質汚濁防止の効果を総合的に検討するための資料を得

る。 

 

方  法 

「平成 18年度伊勢湾広域総合水質調査実施要領」に基づ

き，水質，底質及びプランクトン調査を，春季，夏季，

秋季，冬季の年 4 回行った。調査年月日は次のとおりで

ある。 

   春 季  平成 18 年 5 月 23 日 

   夏 季  平成 18 年 7 月 19 日 

   秋 季  平成 18 年 10 月 17 日 

   冬 季  平成 19 年 1 月 23 日 

水質調査地点は伊勢湾，三河湾で合計 20地点あり，そ

のうち底質調査は 3 地点，プランクトン調査は 7 地点で

実施した。なお，底質調査は夏季と冬季の 2回である。 

 水質調査項目の T O C ，D O C ，底質及びプランクト

ン調査項目の分析は環境調査センターが担当した。 

 この調査は水質調査船「しらなみ」と漁業調査船「海

幸丸」により実施した。 

 

結  果 

 調査結果については「平成 18年度広域総合水質調査結

果」として，環境省から報告される。 

  

 なお，この調査は，環境部の水質汚濁規制調査事業の

一つとして環境省の委託を受けて実施した。 

 

表 調査項目 

調査区分 調 査 項 目 

水 質 

（一般項目） 

水温，色相，透明度，塩分，ｐＨ，ＤＯ，ＣＯＤ，ＴＯＣ，ＤＯＣ 

（栄養塩） 

NH４-N，NO２-N，NO３-N，PO４-P，T-N，T-P，クロロフィルａ 

底 質 
粒度，ｐＨ，酸化還元電位，乾燥減量，強熱減量，ＣＯＤ，全窒素，

全リン，ＴＯＣ，硫化物 

プランクトン 沈殿量，同定，計数 
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